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研 究 主 題

感動体験 を通 して柔 らかな感性を は ぐくむ授業の創造

1主 題設定の理由

今 日、 私 た ちが 生 活 して い る社 会 は、 物 が 豊 富 で 、 しか も様 々 な 情報 が 満 ち あ ふ れ て お り、

手 に入 れ た い と思 え ば 、 必 要 な物 や 情 報 を たや す く手 に入 れ る こ とが で き る。 しか し、 そ の 反

面 、 家族 や 友 人 との か か わ り方 が 次 第 に疎 遠 にな り、 他 人 を思 い や る心 が希 薄 にな って しまい、

現 代 人 の心 はす さん で きて い る と言 わ れ て い る。

そ ん な 時 代 だ か らこそ 、 これ か ら21世 紀 を た くま し く生 き る子 ど もた ち を育 成 す るた めに は、

私 た ち大 人 が も っ とい ろ い ろな体 験 を す る機 会 を子 ど もた ち に与 え て、 感 性 を育 て な け れ ば な

らな い。 幅 広 く受 入 れ られ るよ うな広 い 視野 を もつ心 、 す な わ ち 、柔 らか な感 性 を も った子 ど

もた ち を育 て る こ とが極 め て重 要 で あ る と考 え た。

現 代 は、 テ レ ビ、 パ ソ コ ン、 ゲ ー ム な どで、 子 ど もが一 人 で画 面 に 向 か うよ うな様 子 が 多 く

見 られ る。 自 ら は体 験 して い な くて も、 さ も 自分 が実 際 に体 験 して い るか の よ うな錯 覚 を起 こ

す場 合 もあ る。 み ん な で創 る、 仲 間 と共 感 す るな ど、友 人 と共 に共通 す る感動 体験 が少 な くな っ

て い る。 ま た、 音 楽 に っ い て も、 現 代 は テ レ ビや ラ ジオの ス イ ッチを入 れれ ば激 しい踊 りを伴 っ

た歌 手 の歌 声 が 聞 こえ て く る時 代 で あ る。 子 ど もた ち は、 「この 歌 は好 き」 「気 に 入 った 」 「す

ぐ覚 え られ る」 「格 好 が い い」 な ど と感 じた り、CDや ビデ オを 買 い求 め た り して 、 流 行 す る

歌 の世 界 に 自然 に入 って い る。 ま た、 自分 が音 楽 に感 動 す る とい うよ り も、 軽 い気 持 ちや あ こ

が れか ら音 楽 が好 きに な って い る子 ど もた ち も多 い よ うで あ る。

この よ うな状 況 の 中で 、 現 在 の 中学 生 は育 って きて い るが 、 そ れ で も入 学 時 に上 級 生 の歌 声

を聴 い た時 な ど、 「大人 の 男子 の声 を 聴 いて 感動 した」 とい う感 想 を 口 に す る こ と が あ る。 ま

だ変 声 期 を終 え て い な い時 期 とい う こと もあ るが 、 「早 くあ の よ う に歌 って み た い」 「小 学 生 の

時 に は味 わ え なか った大 人 の歌 声 を 自分 た ち も体 験 した い」 と い う気 持 ち を訴 えて い るの で あ

る。 ま た、 教 育 機 器 の 活 用 の一 っ と して 、LDで 映 像 を付 け た鑑 賞 授 業 を行 って み る と、 楽 器

の演 奏 の 仕 方 に見 入 る生 徒 や 、 音 の 違 いが 分 か っ た と言 って 得 意 顔 の生 徒 が い る な ど、 音 楽 に

対 す る興 味 ・関 心 を 強 く抱 いて い る生 徒 が 多 数 い る こ とが 分 か る。"音 楽"と い う教 科 は 、 生

徒 の心 を 動 か す こ との で き る機 会 の 多 い教 科 で あ る。 生 徒 に、 音 楽 に よ る様 々 な体験 を通 して

深 い感動 を 味 わ わ せ た い と、 音 楽科 の 教 師 は強 く思 って い る。

さ らに、 音 楽 の 授 業 にお いて は、 教 師 が常 に心 に 置 いて お きた い と思 って い る こ と と して 、

生 徒 が ハ ー モ ニ ーの美 しさを 味 わ った り友 人 と感 動 を共 有 した りす る情 操 面 、 曲 や作 曲者 な ど

にっ い て の知 識 を 深 め た りす る理 解 面 、 何 回 も練 習 を繰 り返 し徐 々 に作 り上 げ 完成 され て い く

と きに抱 く達 成感 の三 っ が挙 げ られ る。

そ こで 今 年度 は、 「感 動 体 験 を通 して 柔 らか な感 性 を は ぐ くむ 授 業 の創 造 」 と い う主 題 を 設

定 し、 生 徒 た ち の体 験 的 な活 動 の一 層 の充 実 を図 りっ っ、 生 徒 の柔 らか な感 性 を は ぐ く も う と

考 え た。

一1一



皿 研究の構想図

音楽科教員が期待する生徒像

・幅広 く音楽を愛好する心情のある生徒

・美 しさや価値あるものを受け入れる感受

性のある生徒
・友達 と共に活動 し共感で きる協調性のあ

る生徒

音楽科の目標 一

表現および鑑賞の活動を通 して、音楽

性を伸ばすとともに、音楽を愛好する心

情と音楽に対する感性を育て、豊かな情

操を養 う。

研 究 主 題

感動体験を通 して柔 らかな感性をはぐくむ授業の創造

理 研 究

一 音楽科 における感動 とは 一一

・情 操面か らの感 動

・知識理解に よる感動

・達成感 による感動

一一・柔 らかな感性 とは 一一

幅広 く音楽を受 け入れ るため に必要な好奇

心 ・柔軟性 ・感受性 ・協調性 ・向上心 といっ

た感性

一 授業改善の工夫 一一

・豊かな響 きの体得

・生徒による主体的な活動

・楽曲に関する深い知識理解

調 査 研 究

(ア ンケー ト調査に よる生徒の実 態)

・音楽 の授業で は、合唱で感動 を味わ う体験

が多 い。

・合唱 では、豊か な響 きに感動を味わ って い

る。

・器楽では、合奏による一体感 に感動を味わ っ

ている。

・鑑賞 では、 曲に関 する知識理解が感動 につ

ながる との考えは少 ない。

・頑張 る気持 ちや協力す る姿勢が感動 にっな

が ると考 えてい る。

研 究 仮 説

各音楽活動の相互の関連を図 り、豊かな情操、知識理解、達成感を身に付ける

授業の工夫をすれば、柔 らかな感性を もつ生徒の育成にっながるであろう。

仮説検証の工夫

<歌 唱1><歌 唱2>

作詞 ・作曲者の想いの理解 指揮の導入

身体表現の工夫 、豊かな表現の工夫

〈器楽〉 〈鑑賞〉

グループによる主体的活動
,多 様な資料の提示

公開練習による相互評価 比較鑑賞の工夫

L圭 ± 並 と 今 後 の 課 題
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皿 研究の内容

1理 論 研 究

(1)音 楽 科 に お け る感 動 にっ いて

感 動 と は、 「心 を強 く揺 さぶ られ た り、 深 く もの に感 じて 心 を動 か す こ と」 で あ る。 音

楽 の 授 業 にお いて、 生 徒 一 人一 人 を 「感動 」 させ るた め の条 件 につ い て は次 の3つ の視 点

か らと らえ る こ と と した。

① 情 操 面 を豊 か に す る こ と

そ れ ぞ れ の人 間 が育 って きた環 境 に よ り、 何 に感 動 を す るか が多 少 違 う こ とは あ って

も、 一 人一 人 の感 じる部 分 を更 に伸 ば し、 深 め る こ とは重 要 で あ る。 優 れ た演 奏 、 美 し

い ハ ー モ ニ ー、 豊 か な響 きに触 れ る こ とで、 人 は感 動 す る。 さ らに美 し く、 よ い音 を 出

す た め に、 生 徒 の主 体 的 な音 楽 表 現 を積 極 的 に取 り入 れ る こ とが 、 情 操 面 を豊 か に して

い く こ とに つ なが る。

② 知 識 理 解 を深 め る こ と

鑑 賞 で最 も大 切 な こ と と して、 曲 の時 代 背 景 を知 る こと や、 作 曲 者 に っ い て の 理 解 、

曲 の構 造 形 式 な ど にっ い て の理 解 が 挙 げ られ る。 この知 識 理 解 に よ って 曲 へ の深 い味 わ

いが 感 動 と して 生 ま れ て くる。 合 唱 に お いて も、歌 詞 の読 み込 み をす る ことに よ り作詞 ・

作 曲 者 の思 い を理 解 し、 更 に深 い表 現 が 生 まれ て くる と考 え た。

③ 達 成 感 を味 わ うこ と

協 力 して 成 し遂 げ た満 足 感 や 、 気 持 ちの 共 有 ・達 成 感 は、 更 に音 楽 を 深 め させ る大 き

な原 動 力 に な る。 合 唱 、 合 奏 を した と きの 一 体 感 、 そ ろ っ た時 の 満 足 感 ・成 就 感 、 そ し

て 、 鑑 賞 にお いて は、 す ば ら しい演 奏 を 大 勢 で 一 緒 に聴 くこ と に よ り、 そ の場 で の 息 を

もっ か せ ぬ 感 動 の 共 有 を 味 わ う こ とが あ る。

この よ うな視 点 に 基 づ き感 動 体験 を よ り多 くもた せ る こ と に よ り、 「個 」 や 「集 団 」 が

そ れ ぞ れ にお い て 質 的 に変容 す る よ うに な る と考 え た。

(2)柔 らか な感 性 に つ い て

本 分 科 会 で は音 楽 科 が育 て よ う と して い る感 性 を、 「生 徒 が 自分 の 気 持 ち や 心 の 動 き を

お互 い に受 け とめ合 った り、 音 楽 的 な充 実 感 を味 わ った りす る こ とに よ り、 身 近 な こと や

小 さ な こ と も発 見 す る、 感 じる、 っ くる喜 び を味 わ う こ と」 と定 義 付 け た。 幅 広 く音 楽 を

受 け入 れ るた め に必 要 な好 奇 心 や柔 軟 性 ・感 受 性 ・協 調 性 ・向上 心 とい った ものが 、 生 徒

一 人 一 人 「生 きる力 」 と して の豊 か な感 性 を は ぐ くむ うえ で の大 きな土 台 とな る
。 こ の よ

り柔 軟 な 「柔 らか な感 性 」 は、 様 々 な体 験 をす る ことや 感 動 場 面 を多 く体 験 す る こ とで 育

つ こ と を踏 まえ 、 「柔 らか な感 性 」 を育 て る姿 勢 が、 豊 か な人 間 性 を 形 成 す る た め の基 盤

を なす ものだ と考 え た。
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(3)授 業 改 善 の 視 点 にっ いて

視 授 業 改 善 に む け た 具 体 的 な 工 夫

点 歌 唱 器 楽 鑑 賞

感 豊かな響きを作る 豊かな響 きを作 る 優れた演奏に触れ る喜び

動 美 しいハ ーモニーを味わ う (多人数の合奏) 美 しい演奏を味わう

情 体 強弱 ・テ ンポなどの ピ ッチ の 統 一 本物志向
験 表現の工夫 いろいろな種類の合奏

工
アカペ ラの導入 音合わせ 比較鑑賞の工夫

夫 発声 ・呼吸法の工夫 呼吸法 LDの 充実

操 ■ 身体表現 によるイメー ジ活動 演奏法の指導 AV機 器の開発

改 指揮者による主体的な
差
口 音楽表現

歌詞の理解 ピッチの理 解 曲の時代背景を知る

感 歌詞の読み込み 楽器本来の音色の追求 作曲者にっいての理解
動

体
作詞 ・作曲者の思いの理解 読譜力の向上 曲の構造 ・形式 。編成 に

理 験 発声の響 きを知る 楽器の奏法 ・構造の理解 ついての理解

未知の楽器に触れた喜び

教材内容の熟知 演奏技術をふまえた LD・CDの 活 用

工 詩の朗読 編曲の工夫 写真資料の厳選

夫 発音(声)指 導 LD・CDの 活用 多様な資料の提示

解 ● (模範演奏)

改 本物の演奏 ・実物の提示
釜
口

実態に応 じた

効果的な編成の工夫

達

感

動

体

験

生徒による指揮の導入

合唱における生徒の

主体的な取組み

パー トリーダーの導入

歌い上げる喜び

合奏をしたときの一体感

合奏で揃 ったときの満足感

や成就感による喜び

感動の共有

知識理解による感動の体験

成 指揮者(伴 奏者)の 経験 パ ー ト リ ー ダ ー ・ 課題学習の挿入
工

感

夫
・

改
並

パ ー トリー ダーの導 入

1時 間の授 業における

内容 の充実

グループ活動 の能率化

楽器 リーダーの育成

グループ学習 と

全体合奏の充実

発表の機会の提供

(リ ポー トの提 出)

他の曲 に興味 ・関心 を

広 げる観点の指摘

口

発表の機会の提供

(4)研 究仮説 の設定 にっいて

上記の授業改善 の視点 にせ ま るために次 のよ うな研究仮説 を設定 した。

"各音楽活動 の相互の関連を図 り
、豊かな情操 、知識理解、達成感 を身 に付 ける授 業 の

工夫をすれば、柔 らかな感性 を もっ生徒 の育成 につ なが るで あろ う"
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2調 査 研 究 一・一

(1)ア ンケ ー ト調 査 か ら と らえ た生 徒 の 実 態

授 業 研 究 に 向 けた検 証 の視 点 を と らえ るた め に、 東 京都 内 の 公 立 中学 校10校 に対 して 、

15項 目の 「 「感 動 体 験 」 に っ い て の ア ンケ ー ト」 調 査 を実 施 した。

・調 査 期 日 平 成9年6月 か ら7月

・調 査 対 象 人 数728人(1年 生271人 、2年 生236人 、3年 生221人)

以 下 に示 した4項 目は、 い ず れ も複 数 回答 可 で あ る。

項 目7音 楽 の授 業 の 中 で、 『感 動 」 した ことが あ る の は どん な ジ ャ ンル の時 で す か 。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

歌(合 唱)を や った時

曲 を鑑賞 した時

楽器 を演奏 した時

日本 の音楽 に触 れた時

指揮法 の勉強 を してい る時

西洋音楽史 や有名 な音楽家 にっいて学 んでい る時

楽典 の勉強 を してい る時

人

人

人

人

人

人

8

0
0

7
-

-
⊥

-
↓

FO

1

1

4

ρ
O

◎
Q

2

0
Q

◇
自

-

その他

3人

17人

【考 察 】 合 唱 ・合 奏 ・鑑 賞 な ど の、 音 を通 した活 動 に感 動 を 味 わ って い る。

しか し、 日本 音 楽 や知 識 理 解 に関 す る活 動 か らは、 感 動 を得 る生 徒 が少 な い。

この こ とか ら、 共 同体 験 を通 して感 動 体 験 を味 わ わせ た り、 知 識 理 解 の面 か ら感 動

を味 わ わせ た りす る た め の指 導 の工 夫 をす る こ とが 必 要 で あ る。

項 目8音 楽 の合 唱 の授 業 の 中で 、 『感動 』 した 時 は いっ で す か 。

①

②

③

④

⑤

全員 の声が豊か に音楽室 に響 いた時

ハ ー モ ニ ーが 綺 麗 に響 い た時

他 のパ ー トの 声 が 響 き、 聴 こ え た時

詩 を感 じて歌 った時

指揮者が一生懸命 に指揮 を して くれ た時

そ の他

人

人

人

人

人

人

4

8

0

8

「O

i1

9

5

り
々

0

只
り

2

2

9
自

1

1
↓

【考 察 】 豊 か な響 きや ハ ー モ ニ ー の美 しさ に感 動 を味 わ って い るが 、 詩 の 内容 の理 解 に

と もな っ た感 動 を 味 わ う生 徒 は比 較 的 少 な い。

この こ とか ら、 感 動 を よ り深 め させ る ため に は詩 の 内 容 を理 解 させ た り、 表 現 の 工

夫 を させ た りす る こ とが 必 要 で あ る。
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項 目9音 楽 の器楽 の授業 の中で 『感動』 した時 はいつですか。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

合奏 でみん なが そろ った時

ア ル ト リコー ダ ーが 吹 け た時

リ コ ー ダ ー ア ン サ ン ブ ル を し た 時

ハ ン ドベ ルが 綺 麗 に響 い た時

ギ ターが 弾 け た時

ドラムで リズ ムが 叩 け た時

箏が奏で られ た時

その他

人

人

人

人

人

人

人

人

6

1

5

4

7

7

6

0

7

8

5

5

3

3

3

3

1

【考察】 みん なが そろ ったときや、実際 に楽器を手に して練 習 ・演奏 を した時 に感動 を

味 わ って いる。

このことか らグループ活動 による主 体的活動 を通 して一 人一 人の演奏技術 をよ り高

め、協力 して豊か な響 きを作 り上げ ることで感動体験 を味わわせる必要 がある。

一一 項 目13『 感 動 』 を 体 験 す る に は
、 何 が必 要 だ と思 い ます か。 一 一

A表 現活動 にっ いて

① 頑張 る気持 ち ② 皆 で協力す ること ③

④ 無心 にな って打 ち込 む気持 ち ⑤ 真面 目さ

0501001501280300

他

①

②

③

④

⑤

⑥

の多
㌔

[
,

/
li
i!Iaao
1←

152/

月

i!

戸

ii

80

53

9
一

心 を開 き、 気 持 ち を発 散 す る こ と

⑥ 演 奏 技 術 を身 に付 け る こ と

350400450

425

」
【考 察 】 「頑 張 る」 「皆 で協 力」 との回 答 が、 「気 持 ちを 発 散」 「無 心 」 と い う回 答 を か

な り上 回 って い る。

この ことか ら生 徒 は、 感 動 を得 るた め に は、 自己 の 気 持 ち も大 切 だが、 それ以 上 に、

自分 以 外 の 仲 間 と協 力 し、 頑 張 る気 持 ちが 『感動 』 に っ な が る と考 え て い るが 、 演 奏

技 術 を バ ラ ンス よ く身 に 付 け させ る こ と も必 要 で あ る。
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B鑑 賞活動 にっ いて

① 集 中 す る こ と ② 耳 を傾 け る こ と ③ 曲 の も って る よ さ を味 わ って 聴 く

④ 曲 を理 解 す る こと ⑤ 知 らな い曲 も関 心 を も って 聴 くこ と

他

①

②

③

④

⑤

のぞ

oio

5

200225250275300325

i
239

23$

210

203

334

350

【考察】 「集 中 して聴 く」 ことが感 動 に結 び付 くとす る回答 が多 いが、曲を理解 して聴

くことの大 切 さを感 じて いない生 徒が少ない。

この ことか ら曲の構造や作 曲者 自身 にっいて理解す る学 習活動 を取 り入 れ る必要 が

あ る。

② 仮 説 検 証 の た め の視 点

生 徒 が味 わ った感 動 体 験 に 関 す る質 問項 目に対 して圧 倒 的 に多 か った の は 「映 画 を 見 た

と き」 と 「テ レ ビを見 た と き」 の回 答 を合 わ せ た771人 で あ る。 また、 「その 他 」 と 回 答 し

た生 徒 の 中 で、 「テ レ ビゲ ー ムで 最 後 まで い っ た(ク リア した)と き」 な ど の意 見 を 示 し

た生 徒 が 、 ど の学 年 に も7人 程 度 い た。 この結 果 か ら、 今 の生 徒 が感 じる 『感 動 』 と は、

多 分 に疑 似 体 験 の 中か ら得 て い る場 合 が多 い と考 え られ る。 この こ とか ら、 自分 自身 が努

力 を して得 る感 動 を知 らな い生 徒 、 ま た 自分 自身 が 努 力 を して ま で わ ざ わ ざ感 動 を得 な く

て も構 わ な い、 と考 え る生 徒 が 増 え て い る とい う、 あ ま り好 ま しい とは い え な い生 徒 像 が

浮 か ん で くる。

しか し、 一 方 で は、 次 の よ うな生 徒 の生 の声 が あ った。

「陸 上 競 技 大 会 の ム カ デ競 争 で 、3位 に な った時 、 くや し くて 涙 が 出 た。 で も悔 い は の

こ らなか った。 みん な頑 張 った。 み ん なが 一 っ に な れ た気 が した。 そ の と き、 なん か 、 悔

し泣 きで は な い涙 が 出 た。」 「合 唱 コ ンク ー ル、 陸 上 競 技 大 会 、 私 は ま だ1回 も優 勝 した こ

とが あ りませ ん 。 で も、2年 の合 唱 コ ンク ー ルで 指 揮 をや った時 、 当 日のみ ん な の ヤ ル気

あふ れ る 「瞳 』 に とて も感 動 しま した。」 この こ とか ら、 今 の生 徒 は、 皆 で 協 力 しあ う活

動 に よ り得 られ る感 動 を 求 めて い る と考 え られ る。

協 力 や 協 調 を 通 して 得 られ る感 動 を 求 めて い なが ら も、 幼 児 期 か らの社 会 の変 化 に と も

な い、疑 似 体 験 の 中 で 感 動 を味 わ って い る生 徒 が 多 い。 音 楽 と い う教 科 は、 今 の生 徒 た ち

の 求 め る真 の 感 動 を 味 わ わ せ る可 能 性 を極 めて 多 く も って い る こ とが 、 ア ンケ ー ト結 果 か

ら導 き出 され る一 っ の 結 論 で あ る。 どの よ うな工 夫 をす れ ば 、 音 楽 と い う教 科 の特 性 を よ

り効 果 的 に発揮 させ る こ とが で き るか 、 仮 説 検証 の た めの 視点 を ア ンケ ー ト結 果 か ら導 き

出 した。
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3授 業研究

指導事例1歌 唱 「作曲者 の想 いや歌詞の意味 を理解 し、表現 しよう」第1学 年

1題 材 設 定 の理 由

現 代 の殺 伐 と した社 会 の 申 で、 最 近 の中 学 生 は心 を揺 さぶ られ る よ うな体 験 を した り、 美

しい もの や 素晴 ら しい もの にふ れ感 動 した りす る機 会が 少 な くな って い る。 そ れ ゆ え に音 楽

科 の教 師 は 柔 軟 な心 を も ち、 成 長 期 に あ る子 ど もた ち と少 しで も多 くの感 動 体 験 を 共有 して

い く必 要 性 が あ る。 そ の た め に は、 生 徒 が 主 体 的 に 活動(自 ら表現 す る)し 、 一一生 懸 命 に演

奏 す る こ とに よ って生 ま れ る 喜び、 で きた とい う充実 感、 満 足 感 を味 わ う こと が で き る場 面

を 作 る こ とが必 要 に な って くる。 この経 験 を重 ね る こ とに よ って 、柔 らか な感 性 が 育 っ もの

と考 え 、 本 題材 を 設定 した。

2指 導 目標

(1)合 唱 活 動 を通 して 、一 人一 人 が一 生 懸 命 に歌 い 、 自 ら表現 す る楽 しさを 味 わ わ せ る。

i2)作 詞 ・作 曲 者 の想 いを理 解 し、 感情 を込 め て 歌 わ せ 、合 唱 す る ことの喜 びを味 わ わせ る。

3指 導 計 画(全4時 間 扱 い)

第1時 の 学 習 内 容

・CDを 鑑 賞 し、曲 の イメ ー ジをっ か む。

・バ ー ト練 習 をす る。(教 師 に よ る音 取

りと それ ぞ れ の パ ー トの グ ル ー プ活 動

を通 して 自分 の パ ー トの音 程 を しっか

りと と る)

第2時 の学 習 内 容

・パ ー ト練 習 を し、 臼分 のパ ー トを 自信

を も って歌 え る よ うにす る。

・全 体 で 合 わ ぜ、ハ ー モニ ーを把握 す る。

第3時 の学 習 内 容(本 時 の展 開 例)

。楽 譜 上 の諸 要素 を理 解 させ 、 身 体 表 現 を 取 り入 れ 、 表 現 の 工 夫 を させ る。

・作 詞 、 作 曲 者 の想 いや 、 歌 詞 の 内 容 を理 解 し、 気 持 ちを込 めて 合唱 す る。

・曲 の イ メ ー ジに合 った表 現 の 方 法 を 工 夫 させ る。

第4時 の学 習 内容

・曲 全 体 の流 れ を感 じ取 り、 主 体 的 に表 現 を工 夫 さ せ、 合 唱 を完 成 させ る。

・合唱 表 現 の楽 しさ を味 わわ せ る。

4評 価 の 観 点

・自主 的 にパ ー ト練 習 に取 り組 む こ とが で き たか 。

・楽 譜 上 の諸 要素 を理 解 す る こ とが で き たか 。

・一 人 一 人 が 意 欲 的 に歌 う ことが で き たか 。

・歌 詞 の内 容 や作 詞 ・作1掬者 の 想 い を理 解 し、 表 情 豊 か に合 唱 す る こ とが で きた か。

・身 体 表 現 を取 り入 れ なが ら、 表 現 を工 夫 す る ことが で きたか 。
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5仮 説 検 証 の視 点r諦'

① 作 詞 ・作 曲者 の想 い の理 解 ⇒ 作 者 の メ ッセ ー ジ(曲 に対 す る想 い、 作 曲 の経 緯)を 聴 き

合 唱 に生 か させ る。

② 身 体 表 現 の工 夫 ⇒ 身 体 表 現 を取 り入 れ な が ら曲 の イ メー ジを つ か ませ る。

6本 時 の展 開(第3時 の指 導 事 例) ※○数字は
、仮説検証の視点に対応

学 習 活 動

1.歌 うことへの準備 ・意欲 を高 め る。

・ス トレッチをす る(首 ・肩 ・腕 ・顔)

・腹筋 をす る

・既習 曲 『夏 の 日の贈 り物」 を伸 び伸 び と

歌 う

・既習曲 「ぼ くらの世界」 を元気 よ く歌 う

指 導 上 の 留 意 点

・一人一人 を見 て必要 に応 じて助言 す る。

・腹部 を意識 させ、腹筋運動 をさせ る。

・発声練習 を兼 ねて しっか りと声を出させる。

・リズムにの って歌 わせ る。

評価 一人一人 が伸 び伸 び と歌 うことがで きたか。

2.本 時 の学習曲 「マイバ ラー ド」 を合唱 す

る。

3.今 日の目標 を確認す る。

[漁嚢魏i説醐
L越 竺 ∵ 劉
4.「 マ イバ ラー ド』の楽譜を見 る。

①作 者の想 いが書 かれて いる部分を探す

5.作 者 の メ ッセー ジのテ ープを聴 く。

①作詞 ・作 曲者 の想 いの理 解

・正確 な音程 と リズムで歌 えているか注意 さ

せる。

・前時 までに学習 した ことを生 か して歌 って

いるか注意 させ る。

・1時 間 の授業 の中で学習 す ること(目 標)

を生徒全員 に意識付 けさせ る。

・生徒 に発表 させ る。

・一っ一っ確認 させ る。

・感想 を発表 させ る。

一g一



評価 作詞 ・作曲者の想 いを感 じなが ら聴 いてい るか。

6.出 だ しの部分 の歌 い込 みをす る。

②表現 の工夫

7.「 ～はず か しが らず歌 お うよ」 まで歌 う。

8.「 心 もえる～」 の歌 い込み をす る。

9.「 き ら め け ～ 」 の 歌 い 込 み を す る。

・出だ しの ブ レスをそ ろえ させ る。

・語 りか けるように歌 うには どう した らい い

か生徒 自身 に考え させ、発表 させ る。

・何通 りか実際 に歌 ってみて 自分 たちの納 得

の い く歌 い方を見付 ける。

・リズムを感 じて歌え るよ うに身体 を使 って

歌わせ る。(男 子 申心 に歌わせ る)

・女子中心 に身体 を使 って表現 の工 夫を させ

る。

評価 男女 の互 いのパーhを 聴 きあい、表現 に変化が見 られ たか。

10.Codaの 部 分の歌 い込 みをす る。 ・moltrit .L、entoの 記 号 を 確 認 さ せ る

11.「 マ イ バ ラ ー ド」 を 通 して 合 唱 す る 。 ・今 日学習 した ことを振 り返 り、確認さ

・教師 自身が表情 豊かに指揮 をす る。

{
評価 ・表現 の工夫 を しなが ら表情豊か に合唱で きたか。

・一人一一人が一生懸命 に歌え たか。

2.自 己評価 カー ドに記入す る。

3.成 果 を確 かめる。

C

l
I

一
・点 検 し、次回の活動 に向 けて 目標をつかめ

るよ うに助言す る。

・本時の評 価、反省を話 し、次 時の予 告をす

7歌 唱指導 にお ける評価の工夫例

自己評価 カー ドを取 り入れ る ことによ り、毎時間の生 徒の学習活動 の様子や達 成度 をあ る

程度把握 する ことが で きる。 また、生徒 自身 も次の授業への達成 しようとす る意欲や 目標が

明確 にな り、具体的 な活動内容を理解で きるようにな る。
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一 方 、 教 師 は 自己評 価 カー ドを活 用 し

な が ら、 個 々 の生 徒 に応 じた声 か け や助

言 を し、 次 へ の段 階 に結 び付 くよ うに す

るな ど して、 必 ず生 徒 に還 元 す る こ とが

大 切 で あ る。

ま た、 この 自己評 価 カ ー ドの よ うに最

後 に ま とめ て評 価 す る だ け で は な く、 授

業 の途 中 で個 々 の生 徒 の状 況 に応 じて 的

確 に意 欲 を起 こさせ る よ うな助 言 や評 価

をす る こ とが必 要 で あ る。

この よ うな工 夫 に よ り、 生 徒 一 人 一 人

の授 業 に対 す る姿 勢 が 主 体 的 に な り、 目

標 を も って取 り組 む よ う に な っ て きた 。

今 回 は、 共 通 の観 点 を生 徒 に示 して あ

るが 、 生 徒 自身 が それ ぞれ に応 じた努 力

目標 と して の観 点 を作 らせ る こと も大 切

で あ る。

自 己 評 価 カ ー ド(合 唱)
一 今 日の 活 動 を 自 己 評 価 し て み よ う一

く8己入 方 法 〉

◎ と て も よ くで き たOで き た る

Dも うク しで で き そ う

x全 然 で き な か っ た 頑張。う　 鯛

月 日
琶尾 点 g 9

9

iF / /
一生患命取ウ組めたか

0 ◎ ◎ ◎ n

ス トレッチをしっかりで6た か / △ O ⑤ 〆,「
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8考 察

2っ の仮 説 検 証 の視 点 に た って み る と、 ① 教 材 の 作詞 、 作 曲者 の メ ッセ ー ジを 、 直接 生 徒

に 聞 か せ る こ とで、 生 徒 は真 剣 に メ ッセ ー ジを 身体 全体 で受 け止 め るか のよ うに聞 いて いた。

メ ッセ ー ジを 聞 く前 と聞 い た後 で は そ の 曲 に対 す る生 徒 自身 の思 い入 れが格 段 に強 くな った。

教 師 が ひ とっ の題 材 を生 徒 に提 示 す る時 に、 作 詞 や作 曲 され た経 緯 、 そ して、 その作 詞者 、

作 曲者 が どの よ うな気 持 ち で演 奏 して ほ しい の か を下 調 べ した り、 資料 を準 備 した りす るな

ど、 教 師 自身 が 曲 を 的確 に解 釈 で き る力 を身 に付 け る こ とが大 切 で あ る。 そ の上 で、 生 徒 自

身 に考 え させ、 演 奏 に生 か せ る よ うに す る こ とが、 た だ楽 譜 通 りに歌 うだ け で は な く、 音 楽

的 に よ り深 ま った演 奏 に な る。

② 身 体 表 現 につ い て は、 男 女 そ れ ぞ れ の特 性 を生 か す フ レー ズ を歌 い、 お互 い に聴 き合 う

こと に よ って 、 歌 い方 に変 化 が 見 られ た。 身 体 表 現 を取 り入 れ る こ とに よ って フ レー ズ の流

れ や ま と ま りを感 じる ことが で き た。
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指導事例II歌 唱 「一人一人が精一杯歌 い、豊か な混声合唱の響 きをっ くろう」第2学 年

1題 材 設 定 の理 由

最 近 の 中学 生 は、 学 校生 活 の 中 で 、心 を揺 り動 か され る よ うな体 験 を した り、 何 か 素 晴 ら

しい もの に出 会 う喜 び を 感 じた り、 目標 に 向 か って努 力 した りす る機 会 が少 な くな って い る。

そ の よ う な中 で 、 音 楽 の 授 業 にお いて 、生 徒 が 自分 の 気持 ち や心 の動 きを お互 い に受 け止

め合 った り、 音 楽 的 な充 実 感 を 味 わ い、 音 楽 を 愛 し、感 動 した りす るよ うな 体験 を もっ こ と

は極 め て大 切 な ことで あ る。 この た め に は、 生 徒 た ちが 、 音 楽 の授 業 に主 体 的 に 取 り組 み 、

合 唱 を っ く り上 げ て い く喜 びや 豊 か なハ ー モ ニ ー を感 じる瞬 間 を 体験 す る こ とが必 要 にな る。

この よ うな体 験 の繰 り返 しに よ って 、 自 己実 現 が 図 られ 、 柔 らか な感 性 が 育 っ もの と考 え 、

本題 材 を 設定 した。

2指 導 目標

(D豊 か な 響 きを も った 歌 声 の 出 し方 や 明確 で美 しい 発音 の仕 方 を学 習 させ る な ど して 、 表

現 の 基 礎 技 能 を 育 成 す る。

(2)お 互 いの 声 を よ く聴 き合 い、 全 体 の ハ ー モ ニ ー の 響 きを感 じ合 い な が ら、 混 声3部 合 唱

の豊 か な響 きを もっ 合 唱 っ くりを 目指 す。

(3)生 徒 の指 揮 者 ・伴 奏 者 が 中心 と な り、 生 徒 自身 が 主 体 的 に 合 唱 を つ くり上 げ る こ とに よ

り、 音 楽 的 な充 実 感 や 感 動 を味 わ う。

3指 導 計 画(全5時 間 扱 い)

第1時 の学 習 内容

・CDの 鑑 賞 に よ り、 曲 の イ メー ジを もっ 。

。教 師 の 範 唱 に よ り、 各 パ ー トご と音 取 りを す る。

・リー ダ ーを 中心 に 、 パ ー ト練 習 で音 取 りを す る。

第2時 の学 習 内 容

・音(休)符 の長 さ に考 慮 し、 正 確 な 音 程 を取 る。

・全 体 練 習 で 、 ハ ー モ ニ ー感 を 体 得 す る。

第3校 時 の学 習 内 容

・そ れ ぞれ の パ ー トで 、 一一人 一 人 が 精 一 杯 歌 う。

・豊 か な響 きの あ る歌 声 をっ くる。

・相 互 評 価 を し、音 楽 をっ く りあ う心 を 育 て る。

第4時 の学 習 内容(本 時 の展 開 例)

・歌詞 の 内容 を 生 か し、 表情 豊 か な表 現 で合 唱 す る。

・一 人一 人 が 精 一杯 歌 い 、 生徒 た ち の意 見 を取 り入れ た主 体 的 な合 唱 を つ くる。

・豊 か で充 実 した 混声 合唱 の響 きを っ く り上 げ る。

第5時 の学 習 内容

・曲 全 体 の 流 れ を 感 じ取 り、豊 か なハ ー モ ニ ーを味 わ う。

・指 揮 者 ・伴 奏 者 を中 心 に、 自分 た ちの 力 で 、 合 唱 曲 の 仕 一ヒげ を す る。
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4評 価 の観 点"概

・歌 詞 の 内 容 や 美 しい旋 律 を生 か し、 表 情 豊 か な表 現 で歌 え たか 。

・一 人一 人 が 精 一 杯 歌 い、 指 揮 者 ・伴 奏 者 と協 力 して 、 主 体 的 に合 唱 をつ くろ うとす る気 持

ちが 育 った か 。

・混 声3部 合 唱 の 豊 か な響 き を味 わ い、 心 に感 動 が 残 った か。

5仮 説検 証 の 視 点

① 主 体 的 な 活 動 ⇒ 生 徒 に よ る指 揮 の導 入 を し、 自 ら音 楽 を創 造 す る喜 び を味 わ わ せ る。

② 豊 か な 表 現 ⇔ 詩 の朗 読 に よ り、 歌 詞 の もっ ニ ュ ア ンス ・抑 揚 を感 じ、合 唱 に生か させ る。

⇒ 強 弱 ・テ ンポの工 夫 など、 生 徒 の意 見 を取 り入 れた音 楽 つ くりを意 識 させ る。

③ 感 動 体 験 ⇒ 豊 か なハ ーモニーが響 いた とい う充 実 感 ・満 足 感 を味 わわせ る。

6本 時 の 展 開(第4時 の 指 導 事 例)※ ○数字は
、仮説検証の視点に対応

学 習 活 動

1.始 ま りのあいさつ をす る。

2.歌 うことへ の意欲 を高 める。

・体 ほ ぐしをす る(首 ・肩 ・腕 ・顎 ・足)

・腹筋 の意識運動 をす る

・4拍 子 の練習す る

・当番 の指揮者 に合わせ て 「校歌』 を歌 う

指 導 上 の 留 意 点

・リラックス した雰囲気 をっ くり、歌 を歌 うた

めの正 しい姿勢 をっ くらせ る。

・上半身 は楽 に、腹部 を使 わせ る。

・指揮 をす ることで、表現す る楽 しさを味 わわ

せ る。

・発声練習 を兼 ねて、 しっか りと声を出させる。

・指揮者 に合 わせて、 ブ レスをそろえ させ る。

・十分 に声 を伸 ば して、響 きを集 めさせ る。

評価 正 しい発声 を心掛 け、一人一人が伸 び伸 び と歌 うことがで きたか。

3.指 揮者 に合 わせて既 習曲 「Tomorrow』

を歌 う。

① 指揮者 を導入 し、音楽 をっ くり上 げる

(主体的 な活動)

・指揮者 と伴奏者が前 に出て、既習 曲 「マイ

バ ラー ド』 を合唱す る

・合唱 をす るための雰 囲気 をっ くる。

・unis .な ので、 自分の声 を身体 に響 か せ なが

らも、 みんなで声 を合 わせ、伸 び伸 び と歌 わ

せる。

・指揮者 を中心 に、生徒 たちだ けで も、楽 し く

合唱 出来 る雰 囲気 をっ くらせ る。

評価 指揮 を し、 自 らよい合唱 をっ くろ うとす る意識 が もてたか。全員集 中 したか。

4.『 時 の旅人」 を混声3部 で合唱す る。 ・正 しい音程、 リズムで歌 えてい るか注意 させ

る。
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5.今 日の課題 を確認す る。(目 標)

撫 烈
ヒ墾重璽 鋤螢竺塑竺璽」
6.オ ープニ ングの部分 の歌 い込 みをす る。

③ 豊 かなハーモニーの体得

(感動体験)

・旋律を精一杯歌えてい るか、またハ ーモ ニー

が美 しく響 いてい るか注意 させ る。

1

・今日はどんな点雄 意 した らよい合ロ昌吐 日

が るか、考え させ る。

・目標 を書 いた模造紙を黒板 に掲示す る。

・生徒全員 に目標を意識付 けさせ る。

・豊か な響 きで歌 い、ハ ーモニーを感 じさせ る。

・ユニゾ ン、か けあい、ハ ーモニーを楽 しみな

が ら、指揮者 とと もによ りよい合唱をつ くろ

うとする意識 を もたせ る。

・全員 を指揮 に注 目させ、みん なの声が響 く瞬

間 を味 わわ せる。

評価 音楽室に自分たちの合唱が響いた瞬間を味わったか。

7,♪=72の 部分の歌い込みをする。

② 言葉の発音に注意

(詩の朗読 ・歌詞の読み込み)

② 表情豊かな表現の工夫

(強弱と同形反復の工夫を通 して、生徒の

意見を取 り入れた音楽っ くり)

・模造紙 を見なが ら、明確 な発音 に心掛 けさせ

る。

・発音 のニュア ンスを合わ させ る。

・生徒 自 らが曲 の工夫 を考え、曲 に変化 を付 け

させ る。

・表情豊か な合唱っ くりをさせ る。

評価 ・歌詞 の発音 に注意 し、表情豊か な表現 で歌 えたか。

・自分 たちで主張 した表現方法 で合唱 し、 よ りよい合唱 をっ くろ うとす る意識が

高ま ったか。

8.男 子 の旋律 の歌 い込 みを し、 曲の山をっ

くる。

③ みんなで合唱 している ことの喜 び

(感動体験)

・各パー トの 自立 と曲 の頂点 を味 わ う

9.『 時の旅 人』 を通 して、合唱 する。

・男子 のメ ロデ ィを 自信を もって歌 わせ、前 向

きな、気持 ちのよい響 きをっ くらせ る。

・他 のパ ー トを聴 き、音 の重 な りを感 じなが ら

歌わ せる。

・パ ー トのよさを生かす表現 の工夫 をさせ る。

・表現 の工夫 を意識 しなが ら、精一杯、伸 び伸

びと歌 わせ る。
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③ 混声3部 合唱の豊かな響 きの感得

(感動体験)

・合唱 して いる時 に
、生徒一人一人 が感動 で き

るよう、教師 自身が感情 を込 めて指揮 をする。

・歌 い終 わ った後、余韻 に浸 れ るよ うに、 静寂

をっ くらせ る。

評価 ・一人一人 が精一杯歌 ったか。

・表情豊 かな合 唱がで きたか。心 に感動 が残 ったか。

10.本 時 の評価 ・反省、次 時の予告 をす る。 ・授業 の感想 ア ンケー トを 自由 に記 入 させ る。

7歌 唱指 導 に お け る評 価 の工 夫

感 動 体 験 を す る とい う視 点 か ら考 え る と、 授 業 の最 後 に総 括 的 な 評 価 を す る の で は な く、

生 徒 の学 習 状 況 に応 じて、 合 唱 曲 つ く りへ の意 欲 を高 あ る形 成 的評 価 を す る こ とが必 要 で あ

る。 形 成 的 評 価 に 当 た って は、 特 に生 徒 との信 頼 関係 を築 き、 教 師 の きめ細 か な 注意 や励 ま

しに も反 応 し、 次 の課 題 解 決 へ の力 を付 け るよ うに す る こ とが大 切 で あ る。 ま た、 生 徒 の 自

己評 価 ・相 互 評 価 もア ンケ ー ト調 査 な どを通 して行 い、 一 人 一 人 が合 唱っ くりを ど うと らえ 、

ど う主 体 性 を は ぐ くん だか に っ い て、 評 価 す る こ とが大 切 で あ る。 な お、 そ の結 果 は、 必 ず

生 徒 に還 元 し、 次 の段 階 へ の 目標 とな るよ うに利 用 して い か な くて は な らな い。

8考 察(○ 数 字 は、 仮 説 検 証 の視 点 に対 応)

① 授 業 の 中 で、 すべ て の生 徒 が合 唱 の指 揮 を経 験 す る こ とに よ り、 音 楽 に対 して とて も前

向 きな姿 勢 が見 られ た。 授 業 の前 に は、 指 揮 を教 え合 い、 既 習 曲 な どは、 伴 奏 者 に声 を掛

け、 自 ら指 揮 を した り、 仲 間 を集 め、 合 唱 させ た りす るな ど して、 生 徒 の 中 に 『音 楽 を創

造 す る楽 しさ』 が 見 受 け られ た。 生 徒 に よ る指 揮 の導 入 は、 教 師主 導 の授 業 か ら、 生 徒 に

よ る主 体 的 な音 楽 っ く りの授 業 へ と変 化 した と考 え られ る。 今 後 の課 題 は、 指 揮 の技 術 の

教 え方 、 ど の場 面 で 指 揮 の導 入 を した ら効 果 的 か で あ る。

② 詩 の朗 読 や歌 詞 の読 み 込 み に よ り、 生 徒 の表 情 が 明 らか に変 化 した。 合 唱 した際 、 生 徒

は歌 詞 の もつ ニ ュ ア ンス や抑 揚 を深 く感 じ取 り、 表 情 豊 か な表 現 で歌 い あ げ た。 特 に、 模

造 紙 を利 用 し、 授 業 を展 開 した こと は と て も効 果 的 で あ った。 ま た、 同 形 反 復 の強 弱 の工

夫 を生 徒 自身 に考 え させ 、 テ ンポ の変 化 を意 識 させ る な ど して、 生 徒 の意 見 や 考 え を取 り

入 れ た音 楽 つ く りをす る と、 生 き生 き と した合 唱 に な る。 今 後 の課 題 は、 生 徒 の希 望 や考

え を授 業 へ 生 か す た めの 、 教 師 の力 量 の向 上 で あ る。

③ 授 業 にお いて 、 感 動 体 験 は、 生 徒 た ちが 授 業 に懸 命 に取 り組 み 、 豊 か なハ ー モ ニ ーが 響

い た と い う充 実 感 ・満 足 感 か ら得 る もので あ った。 技 術 よ り も、 まず は気 持 ち ・感 性 に訴

え る もの が あ る時 『今 日 の音 楽 の授 業 は よか った。 』 と感 じる。 したが って、生 徒 自身 が、

合 唱 をっ く り上 げ、 全 員 の気 持 ちが 一 緒 に な って 豊 か な響 きを感 じて い る場 面 、 余 韻 を感

じる瞬 間 を いか に大 切 にす るか にっ いて 、 音 楽 科 教 師 が 、1時 間 の授 業 の 中 に そ の よ うな

場 面 を ど う創 造 す るか が 大 き な課 題 で あ る。
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指導事例巫 器楽 「自分たちで作 る喜びを味わ うア ンサ ンブル」 第1学 年

1題 材 設 定 の 理 由

最 近 の 傾 向 と して 映 画 や ドラマ な どで 、意 外 と簡単 に感動 を して い る こ とが 多 いよ うで あ

る。 しか し、 感 動 を 実 際 に体験 して み る と い う意 味 で は、 乏 しい もの が あ る。 自分 自身 が そ

の感 動 の 中 に入 り、 心 揺 さぶ られ る体 験 が 少 な い。 そ こで 器 楽 にお け る授 業 で 、 合 奏 した 時

の豊 か な 響 き、 一 体 感 、 達 成 感 な どの 体 験 を 通 して 、 感 動 を 味 わ い 、 柔 軟 な 心 を 育 て る こ と

が 大 切 で あ る。

感 動 を体 験 す る に は受 け身 で はな く、 主 体 的 な活 動 が必 要 で あ る。 そ こで 、 生 徒 自身 で 選

曲 、 楽 器 編 成 、 簡 単 な編 曲 、 練 習 の 工 夫 な ど に取 り組 む こ と に よ って 、 作 り上 げた 音 楽 に は

一 体 感 、 達 成 感 と い う体 験 の中 か ら感 動 を 味 わ うこ とが で き る。

この よ うな感 動 体 験 が 生 徒 の 心 の 中 に、 柔 らか な感 性 を は ぐ くむ もの と考 え 、 本 題 材 を 設

定 した。

2指 導 目標(全7時 間 扱 い)

(1)楽 器 の特 徴 を理 解 させ る。

(2)楽 器 の演 奏 テ クニ ッ ク、 ア ンサ ンブ ルの 基 礎 を学 び、 豊 か な響 きで 表 現 させ る。

(3)主 体 的 に取 り組 む こ とに よ って 、 お 互 い に協 力 した り、 工夫 す る心 を養 い、 身 に付 け さ

せ る。

3指 導 計 画

第1時 楽 器 の特 徴 、 使 い方 を学 習 し、 楽 器 編 成 、 選 曲 を考 え ア ンサ ンブ ル の お も しろ さ を

知 る。

第2時 曲 の特 徴 を理 解 し、 簡 単 な編 曲(ヘ ッ ドア レ ン ジ)を して み る。

第3時 曲 の よ さ を感 じなが ら練 習 し、 演 奏 して み る。

第4時 お互 い の 音 を聴 きなが ら練 習 し、 演 奏 して み る。

第5時 音 のバ ラ ンス を聴 い て合 奏 を して み る。

第6時 前 時 ま で の復 習 を しなが ら合 奏 して み る。

第7時 お互 い に演 奏 し発 表 をす る。

4評 価 の 観 点

・各 自の役 割 を意 識 しな が ら、 豊 か な響 きで 演 奏 で きたか 。

・お互 い の演 奏 の よ い点 、 問 題 点 を感 じ られ たか 。

・工 夫 しなが ら意 欲 的 に練 習 が で き たか 。

5仮 説 検 証 の視 点

① 主 体 的 活 動

個 人 練 習 、 何 人 か に よ る グ ル ー プ練 習 の 中 か ら、 い ろ い ろ工 夫 を し、 自分 た ち で音 楽 を

作 り上 げ て い く喜 び を感 じさせ る。

② 公 開 練 習

ア ンサ ン ブル公 開 練 習 で他 の グ ル ー プ の演 奏 を聴 い て、 豊 か な響 きに触 れ、 よ りよ い演

奏 の た め の工 夫 を し、 意 欲 を もたせ る。
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6本 時の展 開(第5時 の指 導事例)
※O数 字は、仮説検証の視点に対応

導

入

展

開

学 習 活 動

・前時 の反省 をす る。

・反省 に基づき、各 自の本時の目標を自己評価 カー

ドに記入 す る。

指 導 上 の 留 意 点

・目標 が具体 的に記入 で きて いるか どうか

確認す る。

評価 それぞれの 目標 を しっか り意識 で きているか。

〈 曲の練習〉

① 個人練習

・自分 の苦手 な所、 で きていない所、 目標 を意

識 しなが ら練習 す る。

① グループ練習

・同 じグループの数人 で合奏 した り、練習 の補

助 をす るな ど、 お互 いに協力、工夫 して練習

す る。

・うま く演奏 ので きない原因、練習 のポイ

ン トを ア ドバ イスす る。

・前時か らの進歩 を認 あ、賞讃 する。

・曲の縦 の線 やテ ンポ感 な どに留意 しア ド

バイスす る。

・リー ダーを中心 に活動 で きてい るかに留

意 す る。

評価 前時 に比 べ、個人 の上達 やグループ と してま とま って きたか。

② 公 開練習 メ ロデ ィー、 リズ ム、伴奏 の役割

・メ ロデ ィー、 リズム、伴奏 の役割 を各 自意識

し、 バ ランスを考 えなが ら1グ ループずっ合

奏 し発表 す る。

・演奏す る前 に、 グループで工夫 した点 にっ い

て発表す る。

・お互 いの感想や意見 を発表す る。

【ごヨ

・演奏す る時、聴 いている時 のポイ ン トを

指示 してお く。

・よか った点 をな るべ く多 く言 わせ るよ う

にする。

評価 ・バ ランスを考 え合奏で きたか。

・お互 いの演奏 を評価す るこ とが で きたか。
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ま

と

め

・各 グループのtJ一 ダーが感想 と課題を発表する。

・自己評価 カー ドに本時 の評価 を記入す る。

・各 グループの メ ンバ ーが理解 して いるか

確認す る。

・客観的 に評価で きて いるか確認す る。

評価 本時の反省、次時への課題を意識できたか。

・成 果をた しかめ る。
1

i'本 時の評価・ 次時の予告をす る・

フ 器 楽指 導 に お け る評 価 の工 夫

音 楽 の得 意 な生 徒 、 苦 手 な生 徒 な ど、 合 奏 をす る グル ー プの 中 に そ れ ぞ れ 個 人 差 が あ る。

グル ープ で の 目標 に全 員 が 合 わ せ るの は、 難 しい もの が 考 え られ る。 そ こで 、 自分 に可 能 な

目標 を い くっ か考 え させ、 自 己評 価 を さ せ る方 法 を 工夫 した。 本 事 例 にお いて は、 自 己評 価

項 目を 生徒 自身 が 設定 す る こ とで、 授 業 に対 す る 目標 を明 確 に し、 実 際 に取 り組 ん だ 後 で 自

己評 価 させ た。 ま た、授 業 の ま とめ に お け る自 己評 価 活 動 と次 時 へ の具 体 的 な 目標 を明 確 に

させ る よ う に した。 こ うす る こ とに よ って、 目標 が 具 体 的 に な り、 ま た、 練 習 も主 体 的 に取

り組 み 、 意欲 を も たせ る こ とが で き る。 そ して、 生 徒 一 人一 人 に適 切 な評 価 をす る こ とが で

き る と考 え られ る。

自 己評 価 カ ー ド

1年1組2班 ・名 前

12/一 全体を通 してひけるよ うにしたい

でだ しを明確にする O

○

L旦」日

5/12

3E 標(頁繭 葱=。i「「彊 た

全体を通 してひけるようにする ○ 響蝶一
他の楽器とあわせられるようにするiO

l-一一一一一一 一 一 一4一
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8考 察(2つ の 仮 説 検 証 の 視 点 か ら)

① 主 体 的活 動 につ いて

グル ー プ の 編成 ・ 楽 器 編成 、 選 曲、 練 習 の工 夫 な どを 自分 た ち で考 え させ、 主 体 的 に取

り組 ませ る こ と によ って、 意 欲 的 な姿 勢 が見 られ た。 授 業 の始 ま る前 よ り、 お互 い に積 極

的 に意 見 を述 べ た り、 練 習 を した り、 もち ろん授 業 の中 で も同様 に、 自分 たちで音 楽 を作 っ

て い くとい う こ とに興 味 を もち、 仕 上 が って い く中 で喜 び を味 わ って い るのが 、 感 じ られ

た。 楽 譜 とい う もの は大 切 で は あ るが 、 楽 譜 に こだ わ らず、 新 しい発 想 、 工 夫 、 ま た個 人

の力 量 に あ った もの を選 択 す る こ とが 、 活 動 を積 極 的 に展 開 して い く。 そ こに、 今 まで 自

分 が 経 験 した こ との な い、 音 楽 に対 す る 自由 で柔 軟 な心 を もつ こと に な る。 与 え られ た も

の で は な く、 自 ら求 めて い く こ とに感 動 体 験 が あ る と考 え られ る。

課 題 と して は、 練 習 の環 境 、 グ ル ー プ の編 成 を ど う して い くか と い う ことで あ る。 一 斉

に ひ とつ の音 楽 室 の中 で 練 習 をす る と い う こと は、 い ろ い ろ な音 、 曲 が 入 り交 じ り、 音 楽

をす る と い う環 境 で は な い とい う点 で あ る。 ま た、 グ ル ー プ の人数 が 多 い とま とあ に く く、

少 な い と豊 か な響 きや 一 体 感 と い う もの に欠 け る ものが あ る。 与 え られ た条 件 の中 で 、 教

師 の工 夫 が 問 わ れ る点 で あ る。

② 公 開 練 習 につ いて

仮 説 検 証 の も うひ とっの視 点 で あ る、

公 開 練 習 に よ る相互 評 価 で は、 お互 い

の練 習状 況 や 、 自分 た ち の グル ープ と

は違 った 楽 器 編成 や選 曲 に驚 きを感 じ

た り、 新 た な励 み に な った り して い る

の が うか が え た。友達 の演 奏 に集 中 し、

思 わ ず拍 手 が 出 るな ど、 そ こに は この

授 業 の 中 で の、 演 奏 者 と して、 聴 衆 と

して の感 動 が あ った と考 え られ る。 ま

た、 最 後 の発 表 の授 業 へ の意 欲 と期 待

が 高 ま った。

1野
、 ～

㌦ 真～

課 題 と して は、 この授 業 を全 体 の何 時 間 目 に位 置 付 け るか とい う点 で あ る。 練 習 とは い

え、 公 開 で や る ので あ ま り早 い段 階 で は、 曲 に ま と ま りが な さ す ぎて しま い、 遅 い とせ っ

か くの励 みが いか され ず 発 表 の授 業 に な って しま う。 グ ル ー プ に よ って も仕 上 が り具 合 に

差 が あ り、 何 時 間 目 に公 開 練 習 をす るか を効 果 的 に考 え な けれ ば な らな い。

主 体 的 な活 動 、 公 開 練 習 に よ る相 互 評 価 と い う授 業 を通 して 、 生 徒 に感 動 体 験 させ る た

め に柔 軟 で 何 で も受 け入 れ られ る心 を育 て て いか な けれ ば な らな いが 、 まず 、 教 師 自身 が

柔 軟 な心 を もつ こ とが要 求 され る と こ ろで あ る。
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指導事例 押 鑑賞 「楽 曲に関す る知識や理解を深め、感動的な鑑賞を しよ う」第2学 年

1題 材設 定 の理 由

ポ ピュ ラー音 楽 を中 心 に、 多 くの音 楽 メデ ィアに囲 まれ て い る中 学 生 で あ るが、 ク ラ シ ック

音 楽 の世 界 に触 れ る機 会 は少 な く、 授 業 にお け る鑑 賞 の果 たす役 割 は大 きい。 授 業 で は価 値 あ

る もの と して鑑賞 させ るが、 生 徒 自身 の感 性 だ けで は、 そ の価 値 を見 いだ す こ とが で きな い こ

とが 多 い。 特 に絶 対 音 楽 で は、 標 題 音 楽 の よ うに音 楽以 外 の何 か を表 現 して いるの で な く、 作

曲者 の精 神 的 エネルギ ーが音 自体 の構 成 とな って表現 され るため、 主 題 が何 度 も繰 り返 され る

ことや、 際 立 った変 化 が少 な い ことな どか ら長 くて退 屈 な音 楽 に感 じて しまい、 感 動 とは無 縁

の鑑 賞 にな ることが あ る。 そ こで、最 初 に形 式 な ど曲 の構 造 に関 す る知 識 や、 作 曲 者 の 人 間 性

な どを理 解 させて、 それを検 証 す る意 味 で鑑 賞 す る ことによ り、集 中 力 を高 めそ の音 楽 の表 現

して い る何 か を感 じるき っか けにな ると考 え本 題 材 を設定 した。 鑑 賞 に よ る感 動 体 験 は、 作 曲

者 や演 奏 者 の心 に触 れた喜 びで あ り、 さ らに主 体 的 に音 楽 を受 け止 め る力 とな るもの と考 え る。

2指 導 目標

(1)交 響 曲 の 楽章 構 成 と、 ソナ タ形 式 につ い て理 解 を深 め る。

(2)べ 一 トーベ ンの 生 きた 時代 背 景 と彼 の歩 ん だ人 生 を知 り、 作 品 に こめ られ た作 曲 者 の心

情 を 想 像 しな が ら鑑 賞 しよ う とす る態 度 を育 て る。

(3)演 奏 者 に よ る表 現 の 違 いを 味 わ い、 ク ラ シ ッ ク音 楽 の演 奏 に対 す る興 味 ・関 心 を向 上 さ

せ る。

(4)ベ ー トー ベ ンとの 対 比 で 説 明 した モ ー ツ ァル トな ど、 他 の作 曲者 に も関心 を もた せ、 主

体 的 に鑑 賞 して 感 動 を得 る。

3指 導 計 画(全3時 間 扱 い)

第1時 ・交 響 曲 の全 体 的 な楽 章 構 造 と第1楽 章 の ソナ タ形 式 を理 解 す る。

・ス コア ー の見 方 を 知 り、 第1楽 章 を楽 譜 を 見 なが ら鑑 賞 す る。

第2時(本 時)・ 作 曲者 にっ い て の理 解 と曲 の 構 造 の知 識 を 深 め る。

・第3楽 章 か ら第4楽 章 へ の ク ライ マ ック スを 鑑 賞 す る。

第3時 ・第1楽 章 、 第1主 題 の動 機 の変 化 を中 心 に全 曲 の鑑 賞 をす る。

・他 の交 響 曲 に つ い て も知 識 を広 め る。

4評 価 の 観 点(本 時 第2時)

・ベ ー トー ベ ンの 生 きた 時 代背 景 と彼 の歩 ん だ人 生 へ の理 解 を深 あ たか 。

・3楽 章 か ら4楽 章 の 構 造 を 理解 した か。4楽 章 直前 の部 分 に こめ られ た作 曲者 の心 情 を想

像 で き たか 。4楽 章 で の 楽 器編 成 の 変 化 と、 主 題 に こめ られ た気 持 ち を想 像 で きた か。

・演 奏 者 に よ る表 現 の 違 いを 理 解 し、 ク ラ シ ック音 楽 の演 奏 に 対 す る興 味 ・関心 を 高 めたか。

・モ ー ッ ァル トの音 楽 へ 関 心 を もった か。

・3楽 章 と4楽 章 を主 体 的 に鑑 賞 して 、 知 識 ・理 解 に根 ざ した 感動 を 味 わ った か。

5仮 説 検 証 の視 点

① 知 識 ・理 解 ⇒ 多様 な 資料 の提 示 に よ り興 味 ・関 心 を高 め 、 作 曲 者 と曲 の 構 造 に関 す る

知 識 ・理 解 が 深 ま る こ と に よ り、 想 像 力 が 広 が り主 体 的 に鑑 賞 す る態 度 が
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養 われる。

② 興味 ・関心 ⇒ 指揮者 や演奏者 の違 いによる、個性的 な表現 を味 わ うことによ り音楽表

現 に対 す る興味が湧 き、表現活動 への工夫 に もつなが る。

⇒ 作 曲家 の個性 が作 品に どのよ うに反映 してい るか関心 を もっ。

③ 感 動 体 験 ⇒ 曲 の構成 や楽器編成 の変化 を感 じなが ら鑑賞 す る。

⇒ 作 曲者 の心情 を想像 して演奏者 の表現 を受 け止 めなが ら鑑賞 す る。

6本 時 の展開(第2時 の指導事例)※ ○数字は
、仮説検証の視点に対応

学 習 内 容 ・ 学 習 活 動

・前回 の復習

交響曲 の楽章構成 ・1楽 章 の ソナ タ形式 にっ

いて教科書 で確認 す る。

・ベー トーベ ンにっいて知 って いることを発表

す る。

時代(他 の作 曲家 との関係)

国、作品、生 涯

指 導 上 の 留 意 点

・TPシ ー トを使 い確認 す る。

・楽章 の構成 を覚 えて いるか確認 す る。

・ソナ タ形式 の部分 名を覚 えてい るか。

・些細 な ことで も、 発言 は大切 にす る。

・TPシ ー トに記入 しなが らまとめ る。

バ ッハ、 シューベル トとの対比を教科書で行

な う。

評価 作曲者と曲に関 して理解 している事を整理できたか。

① ②べ 一 トーベ ンをキ ャラクターと して扱 った

漫画のTPを 見 る

・ 「雲名警部」(手 塚治虫)

・ 「ルー ドウ ィヒ ・B」(手 塚治 虫)よ りモ ー

ッ ァル トとの出会 いの場面

・ベー トーベ ン 「不滅 の恋」 よ り、 モーツ ァル

ト 「アマデウス」 よ り3つ の場面 を比較 しな

が ら視聴す る。

1「 少年時代」父親 と貴族の前で演奏をす

る場面

2「 ピアノ協奏曲演奏」大人になり聴衆の

前で演奏する場面

・ベー トーベンの 「鼓動」が効果的に使わ

れている事を確認す る

3「 葬儀」出棺、埋葬の場面

・ベ ー トー ベ ンの キ ャ ラ ク タ ー の 特 徴 を 簡 潔 に

説 明 す る 。

・映画の シー ンには事実 とフ ィク ションの部分

が ある ことを説明す る。

・1で は音楽家 と貴族 との関係 を説明す る。

・2で はベー トーベ ンの演奏 が途中 で乱 れて し

ま う原因 につ いて助言す る。

・3で はべ一 トーベ ンの音楽 が多 くの民衆 に支

持 され ていた ことを強調す る。

評価 ・べ一 トーベ ンの歩ん だ人生 とその時代背景 を理解 したか。

・べ一 トーベ ンの心情 を感 じたか。

・モー ツァル トへの興味 ・関心 が湧 いて きたか。
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① 第3楽 章の スコアーをみて音楽 の流れを確認

す る。

・教科書 で3っ の主題 の旋 律を確認 す る。

・第4楽 章の スコアーをみて楽器編 成を確認 す

る。

・第4楽 章の第 董主題をTPの スコアーを見な

が ら聴 く。

・第3楽 章か ら第4楽 章への部分のテ ィンパニー

の連打 を実際 に聴 き、 どん な感 じがす るかを

発表す る。

・ピア ノの低音 の連打 をppか らffへ のク レッ

シェン ドの演奏 を聴 く。

。ベー トーベ ンの 「鼓動」が使 われ ていた映画

の場面 を もう一度見 る。

② 第3楽 章 か ら第4楽 章 への部分 を4種 類 の演

奏をみて、指揮者 によ る表現 の違 いを確認す

る。

1朝 日 奈 隆 指 揮 大 阪 フ ィ ル ハ ー モ ニ ー

2バ ー ン ス タイ ン指 揮 ウ ィー ン フ ィ ル

ハ ー モ ニ ー

3カ ラ ヤ ン指 揮 ベ ル リ ン フ ィル

ハ ー モ ニ ー

4ス ィー トナー指揮 ドレスデ ン

国立歌劇場 管弦楽 団

TPの ス コアーで変化す る場面を示 し、同時 に

音 も部分的 に聴かせ る。

・最大 の楽器編成、主題の力強 さか ら第4楽 章

が この曲の結論で ある ことを説明。 さ らに、

第3楽 章最後 の部分が最大 のク ライマ ックス

であ ることを強調 す る。

6旋 律 がな くな りテ ィンパ ニーの連打 だけにな

る事 に気付 かせ、 ベー トーベ ンの鼓動 の シー

ンを思 い出 させ る。

・不安 、絶望か ら喜 び、希望 への移行 を第3楽

章か ら第4楽 章への部分 で感 じとれ るように

助言 をす る。

・特 に第4楽 章 に入 るときの指揮 者の動 きと顔

の表情 に注 目させ る。

・第4楽 章 のテ ンポ設定の違 いに気付かせ る。

・第4楽 章直前の部分にこめられた作曲者の心情を想像できたか。

・作曲者の意図と指揮者の解釈 とその表現方法に関心をもったか。

③第3楽 章か ら第4楽 章最後までを鑑賞する。

・小澤征爾指揮 ボス トン交響楽団のCDで 鑑

賞する。

・今 まで聴 いた演奏 ではない ことを知 らせて、

演奏に対 す る興 味を もたせ る。

・ソナ タ形式 における部分 を示す。

・曲の構成や楽器編成の変化を感 じなが ら鑑 賞で きたか。

・音楽 に集中 して心が動か されて いるかQ ⊥
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7鑑 賞 にお け る評 価 の 視 点

曲 の構 造 や 形 式 に関 す る知 識 理 解 につ いて は、 言 葉 の 意 味 な ど確 認 す る意 味 で 尋 ね て み る こ

とが 有 効 で あ る。 作 曲 者 の心 情 な ど の と らえ 方 は、 個 人 に よ って 違 いが あ り、 映 像 な どか ら受

け た印 象 や感 動 を尋 ね て も、 うま く言 葉 で 表 現 で き な い こ と もあ る。 生 徒 の集 中 して い る表 情

や 全 体 的 な雰 囲 気 か ら、 心 の動 き をっ か み 適 切 な言 葉 で 評 価 す る ことが 大 切 で あ る。

全 曲 を聴 き終 え た段 階 で 、 感 想 を発 表 した り文 章 にす る こ と も考 え られ るが 、 そ の場 合 、 各

自 の表 現 力 の差 は感 動 の深 さで な く、 言 葉 や 文 章 にお け る表 現 能 力 の 影 響 が 大 き い こ とを 考 慮

した い。 うま く表 現 で きな くて も、 大 き な感 動 を もって 鑑 賞 した生 徒 もい る。

8考 察

1学 年 の 鑑 賞 曲 に多 い標 題 音 楽 に対 して 、2学 年 で 鑑 賞 す る 「小 フ ー ガ」 や 「交響 曲第5番 」

な ど絶 対 音 楽 で は 「理 解 す る」 内 容 と量 に大 き な違 いが あ る。 特 にべ 一 トー ベ ンの 交 響 曲 第5

番 は、 作 曲 者 の 心 情 、 音 楽 の 構 造 ・形 式 な ど鑑 賞 に当 た って 要 求 され る知 識 が 多 岐 に わ た る。

ベ ー トー ベ ンにっ いて 説 明 の 最 初 に、 生 徒 た ち に と って 最 も身 近 な メ デ ィアで あ る漫 画 を使 っ

た こ とは、 集 中 力 を引 きだ し、 興 味 を湧 か せ る こと に効 果 が あ った。 ま た、 映 画 の シー ンを見

せ る ことで 作 曲 者 へ の理 解 へ 導 い た の は、 短 時 間 で 多 くの情 報 を 提 供 で き る手 段 で あ っ た。 生

徒 た ち の ベ ー トー ベ ンに対 す る イ メ ー ジ作 りに は有 効 で あ ったが 、 よ り客 観 的 な と らえ 方 が 可

能 な ソフ トの開 発 が 必 要 で あ る。

感 動 体 験 の場 を第3楽 章 か ら第4楽 章 に行 く部 分 に焦 点 を絞 った こと は効 果 的 で あ った。

ま た、 実 際 に テ ィ ンパ ニ ー の連 打 を聞 か せ た部 分 と、 ピア ノで 「ジ ョー ズ接 近 」 の音 を示 す

ことで 曲 に対 す る集 中 力 が 増 した。 ス ピー カ ーか らの 音 で な い楽 器 の 生 の 音 に は力 が あ る こ と

を感 じさせ られ た。

同 じ部 分 を4種 類 の演 奏 で 視 聴 させ た こ と は、 ク ラ

シ ッ ク音 楽 に対 す る イ メ ー ジを よ り柔 軟 に させ る こ と

につ なが っ た。「鑑 賞 」 と 「表 現 」 の 関 連 に お いて も指

揮 者 に よ る比 較 鑑 賞 の方 法 は、 その ま ま合 唱 や 合 奏 の

表 現 活 動 の工 夫 に活 か す こ とが で き る と考 え られ る。

映 像 無 しで 最 後 の第3楽 章 か ら第4楽 章 の終 わ り ま

で 音 に集 中 して 聴 く活 動 で は、 演 奏 時 間 が 長 い た め 集

中 力 を持 続 で き な い生 徒 も何 人 か は いた 。 しか し、 も

う一 度 聴 いて み た い欲 求 や 、 ベ ー トーベ ンの 他 の 交 響

曲 、 更 に は比 較 と して 触 れ た モ ー ッ ァル トの音 楽 を 聴

い て み た い気 持 ちが 芽 生 え た な らば、 柔 らか な感 性 を

は ぐ くむ た めの 「感 動 体 験 」 が 得 られ て い る と評 価 で

き る。
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rv『 研究の まとめ と今 後の課題

1研 究 の ま とめ

本 年度 研 究 員 は、 心 の教 育 の充 実 を 目指 し、 音 楽 科 の授 業 に お け る感 動 体 験 の必 要 性 を再

確 認 し、 ア ンケ ー ト調 査 か らの生 徒 の実 態 を踏 まえ、 「感 動 体験 を 通 して 柔 らか な 感 性 を は

ぐ くむ授 業 の 創 造」 を 主題 に設 定 し、 研 究 を進 め て きた。 ま た、 感 性 を は ぐ くむ た め に は、

ジ ャ ンル に と らわ れ る こ とな くよ り音 楽 を柔 軟 に受 け入 れ る こと に よ って は ぐ くま れ る感 性

を 「柔 らか な 感 性」 と と らえ 、 柔 らか な感 性 を は ぐ くむ工 夫 を全 面 に打 ち 出 し、 仮 説 検 証 の

視 点 に立 って検 証授 業 を進 め て きた。

歌 唱 の 授 業 で は、 指 揮 の導 入、 歌 詞 の読 み込 み、 身 体 表 現 等 を通 して、 合 唱 曲 に お け る表

現 の 工 夫 を試 み 、 作詞 ・作 曲者 の 曲 に対 す る メ ッセ ー ジを生 徒 に伝 え る こ とに よ り、 合 唱 曲

に対 す る深 い理 解 を生 徒 に示 した。 そ の結 果 、 表現 の幅 が広 が り、 生 徒 の心 の中 に合 唱 曲 に

対 す る深 い共 感 が 生 まれ 、教 師 も生 徒 も深 い 感動 を得 る こ とが で きた。

器 楽 の授 業 で は、様 々 な 楽 器 ・曲 によ る グル ー プ活 動 の導 入 、 ま とめ の前 段 階 に お け る公

開 練 習 の実施 によ り、生 徒 の 曲 を ま とめ る能力 の 向上 と、 曲 に対 す る興 味 ・関 心 を 高 め る こ

とが で き、 自発 的 に音 楽 に取 り組 も う とい う態 度 が は ぐ く まれ た。

鑑 賞 の授 業 で は、 作 曲者 へ の深 い理 解 を得 るた め に、 多 くの資 料 の提 示 と、 曲 に対 す る興

味 ・関 心 を 深 め る たあ の、 様 々 な 演 奏 の比 較鑑 賞 を 行 った。 そ の結 果 、 鑑 賞 曲 に対 す る深 い

知 識 理 解 を得 る ことが で き、 「もう一 度聴 いて みた い」 とい う感 想 を得 る ことがで きた。

この よ うに各 学 習 活 動 で の 検証 授 業 を通 して 、教 師 の 日々 の教 材 研 究 に裏 付 け され た工 夫

に よ り、 生 徒 の 感 動 体験 が広 が り、 柔 らか な感 性 が は ぐ くま れ た もの と考 察 で き る。

2今 後の課題

今後の各学 習活動の課題 の具体 例 と して次 の ことが挙 げ られ る。

(D歌 唱 ・主体的活動か ら導 き出す リー ダー、指揮者 の育成

・一 時間の授業 にお ける内容 の充実 と能率化 の工夫

(2)器 楽 ・演奏技術や生徒 の実態 に即 した効果的 な編成、編曲 の工夫

(3)鑑 賞 ・生徒 に興味 ・関心 を広 げ させ るための視点 の提 供の工夫

全体 と して は

(1)感 動で きる学校行事(合 唱 コ ンクール、卒業式 な ど)で の取組 みの実践

t2)教 師側 においての多様 な資料 の収集 や提供、授 業改善 の検討

(3)教 師間の情 報交換の充実

(4)題 材開発の推進

(5)効 果的な評価方 法の工夫

な どが挙 げ られ る。 これ らの課題 を音楽科 の教 師 と して、 日々研究 してい くことが今後の

音楽教育の充実 を実 現す るために必要 であ る。 また、 その教 師の姿 を見た生徒 たちが、進 ん

で感動 を得 るための音楽的な活動 を実践 す ることがで きるようにな る。 そのよ うな感動 体験

を通 した活動 が、生徒 の生涯 にわた る財産 にな ることと考 えている。
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